
第37回京都府高等学校総合文化祭 

将棋部門プログラム 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 11 月 1 日（日） 

<会場> 京都府立鳥羽高等学校 

<主催> 京都府高等学校文化連盟 

<特別協賛> 株式会社 村田製作所 

<後援> 京都府 京都市 京都府教育委員会  

京都市教育委員会 

京都府公立高等学校長会 

京都府私立中学高等学校連合会 



京都府高等学校文化連盟                            

       会 長  吉 川  孝 

                      （京都府立鴨沂高等学校長） 

 

 「第 37 回京都府総合文化祭（京総文）」を今年度も開催できますことを心よ

り感謝申し上げます。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症への対応のため、年度当初から臨時休業

となり、生徒たちは不安な思いの中、大変な日々を過ごしてきました。学校再開後、生徒の一人が「一

週間前から楽しみにしていた。部活ができて、学校生活が送れることがとても嬉しい。」と言ってくれ

た言葉がとても印象的でした。生徒も教職員もみんなが『あたりまえの日常生活』がいかにかけがえの

ない、大切なものであるかを実感した日々でもありました。 

 まだまだ予断の許さない状況ですが、京都府・京都市教育委員会や特別協賛の村田製作所様はじめ多

くの関係者の皆様の御理解・御支援、各専門部の感染予防策を含め万全の体制での実施に向けての御準

備、そして加盟校の教職員や保護者の皆さまの御理解・御協力のお陰で、京総文を開催することができ

ます。ありがとうございます。 

 ９月 13 日から 11 月７日までの期間に、各部門が発表や競技を行います。さまざまな点でいつもとは

違う形での開催となりますが、生徒と教職員が協力・工夫することで、一人一人にとって、記憶に残る

素晴らしい京総文になればと思います。生徒への御声援・御支援をお願い申し上げますと共に、今後と

も本連盟の活動に御支援・御協力をお願い申し上げます。 

 

 

京 都 府 高 等 学 校 文 化 連 盟 

      将棋専門部会長 中田 佳代子 

                       (京都府立久御山高等学校長) 

          

 今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、多くの大会が中

止となりましたが、「第 37 回京都府高等学校総合文化祭将棋部門」が開催できま

すことを心から嬉しく思います。 

 将棋には、相手に敬意を表す「３つの礼」があります。そのうちの２つは、対局

に際して交わす「始まりの礼」と、一局が終了する時の「終わりの礼」です。この２つの挨拶について

は、他のスポーツ競技などでも見られますが、一線を画しているのが、もう１つの「負けの宣言の礼」

です。自ら「負けました」と宣言することによって、自分の弱さやミスをしてしまった事実から逃げる

のではなく、敗北した責任を正面から受け止めて自分の内面と向き合わなければなりません。私たちは

将棋を通じて、相手への敬意を表す気持ちや、負けても次へ進む勇気と負けから学ぶ姿勢を身につけるこ

とが出来るのです。 

 新型コロナウイルス感染症によって、私たちの生活は大きな影響を受けました。学校生活にも多くの

制約を受けることになりました。コロナ禍の終息については、先の見通せない状況が続いています。そ

のような時代を生きていかなければならないからこそ、将棋で培った「古来より受け継いできた日本人

の心」を大切にして欲しいと思います。 

 今回の対局では、高校生棋士のみなさんが、将棋という素晴らしい伝統文化を引き継ぐ意志をもって

日頃の鍛錬の成果を発揮され、本大会が次へと続く貴重な体験の機会となることを願っています。 

 最後になりましたが、本大会の開催にあたり、多方面にわたり御指導と御支援をいただいております

全ての関係各位の皆様に心より感謝申し上げます。          



第 37 回京都府高等学校総合文化祭将棋部門 

 

１．日時    令和２年11月１日（日）９：00～18：00 

２．会場  京都府立鳥羽高等学校 

〒601-8449 京都市南区西九条大国町１ 

TEL.075-672-6788 

FAX.075-691-7448 

３．対局規定（抄） 
（１）Ａ級（有段者），Ｂ級（１級から３級まで），Ｃ級（４級以下），女子の部に分けて実施 
（２）１人５局～７局（参加人数に応じて変更）スイス式トーナメントで実施→注） 
（３）概ね日本将棋連盟のルールに基づくが持将棋、千日手は別途定める。 
（４）この大会のＡ級と女子の部は全国高文連将棋新人大会の京都府予選を兼ねている。 

（ただし、全国大会への参加資格は１，２年生） 
（５）成績優秀者にメダル（３位まで），賞状（授与する順位は当日発表），参加者全員に奨励

賞がある。 
  注）スイス式トーナメントとは、 

トーナメントでは１回負けると終わりとなり、真の実力が発揮できないことがある。真の実力を
見るには総当たりリーグ戦がベストだが、参加者が多数だと、運営に大変時間がかかる。 

そこで、リーグ戦とトーナメントの折衷案として誕生したのが、スイスシステムである。 
以下、その概略を示す。 

① 対戦者の決定 
最初は抽選により対戦者を決定。２回戦は勝った者同士、負けた者同士が対戦。 
３回戦以降は同勝ち数のものが対戦する。ただし、同勝ち数のものが奇数の場合は１つ少ない勝

ち数のものと対戦する場合がある。対戦回数は基本的にトーナメント戦の優勝に必要な対戦数以上
とする。（通常は２局プラスするのがよいとされる。） 

    ②順位の決定 
全勝があれば１位。１敗以下は通常複数になるが、点数で順位決定。点数とは対戦相手の勝ち数，

勝った相手の勝ち数など。すべてが同じ時は抽選とする。 
以上により、すべての参加者に順位がつく。 

 
４．参加申し込み状況（９月７日現在） 
 

学校名 総計 Ａ Ｂ Ｃ 女子 コロナ禍の中７０名の参加申し込みがあり、嬉し

く思います。 

Ａ級では、冬の全国新人大会の代表の座を男子２

名が獲得できます。５月の選手権大会、６月の竜王

戦の開催が中止となり、今年度初めての公式戦とな

ります。大会経験の豊富な２年生が有利かと思いま

すが、１年生の中にも高い実力を備えた有段者がお

り、熱い戦いが繰り広げられることだと思われま

す。女子の部では、新人大会代表の座を３名が獲得

できます。今年度は特に参加者が多く、Ａ級と同様

に激しい戦いが繰り広げられることでしょう。他の

B・C級は例年混戦となりますが、特にC級は出場選

手数が多く対局数も増えるので、気力・体力も要求

される厳しい闘いとなるかと思います。 

コロナ禍の中、もどかしい思いをしていた選手諸

君は是非この機会に練習の成果を存分に発揮し、持

てる力を惜しみなく出し切ってくれることを期待

します。(将棋専門部委員長 石田智洋) 

洛星 ４ １ １ ２  

桃山 ６  １ ３ ２ 

鳥羽 ６  １ ４ １ 

西舞鶴 ３  １ ２  

東山 ３ ２ １   

北嵯峨 ３ ２  １  

京都学園 ８  ４ ４  

洛南 ８ ３  ４ １ 

洛北 ８  ２ ６  

南陽 １２ １ １ ６ ４ 

立命館 １ １    

文教 ８ １  ４ ３ 

総計 
１０

６ 
１９ ２３ ６０ ４ 

 



 


